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言葉のもつ力 

～心あたたまる荏田っ子からの一言～ 

                                                 校長 伊藤 智樹 

 「先生、眼大丈夫？赤いよ」５月中旬にいつものように教室の学習の様子を見に行ったときのある学級

の子どもからかけられた一言です。近くの鏡で自分の眼を見ると白目の部分が内出血をしているように見

えました。この眼の状態なら子どももびっくりするかもしれないのに「先生眼大丈夫？赤いよ」と心配を

してくれた一言が嬉しくて心が温かくなりました。また、つい最近の出来事で、１年生が職員室に用事が

あって来た際に後ろに６年生が一緒に付き添ってきてくれました。１年生は要件を自分の言葉で伝えるこ

とができました。用事が終わった際に「よかったね。」と６年生が笑顔で話しかけていた姿、それに応え

て笑顔で頷く１年生の姿を見ることができました。 

今から３５年以上前の大晦日のテレビ CM に「一秒の言葉」という詩が放映されたことがあります。学

校の校舎を背景にした６０秒間の CM で１回だけの放映、しかも民放各局一斉放映でした。当時この CM

は反響を呼び、道徳の資料集などに採用されるなどしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校を含め教育界では、GIGA（Global and Innovation Gateway for All）スクール構想に向けて ICT に関す

る様々な取り組みを始めたところです。また全面実施２年目を迎えた学習指導要領のキーワードである「主

体的・対話的な深い学び」実現に向けて授業改善に取り組んでいます。 

不易と流行という言葉があります。「GIGA スクール構想」が流行とすれば、「言葉のも

つ力」を学ぶことは教育の根幹でもあり学校教育が今まで大切にしてきた不易としての面

があります。 

私たち教職員が「言葉のもつ力」を常に意識しながら子どもたちに接しなければならないと考えます。

人と人とのつながりの手段の一つが言葉です。私の眼を気遣ってくれた子どもの「一秒の言葉」。嬉しく

幸せな気持ちにしてくれた「一秒の言葉」。「一秒の言葉」を大切にして子どもたちに幸せな気持ちを感

じさせることも教育の使命の一つです。人とふれあうことで子どもたちに「言葉のもつ力」を実感させて

いく荏田小学校でありたいと思います。 
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一秒の言葉   小泉吉宏  

 

「はじめまして」  

この一秒ほどの短い言葉に 一生のときめきを感じることがある 

 「ありがとう」 

   この一秒ほどの短い言葉に 人の優しさを知ることがある 

 「がんばって」 

   この一秒ほどの短い言葉で 勇気がよみがえってくることがある  

「おめでとう」 

   この一秒ほどの短い言葉で しあわせにあふれることがある  

「ごめんなさい」 

   この一秒ほどの短い言葉に 人の弱さを見ることがある  

「さようなら」 

   この一秒ほどの短い言葉が 一生の別れになる時がある 

 一秒に喜び 一秒に泣く 一生懸命 一秒  

あまりの間に、ネット空間にはさまざまな情報がデジタルデータとして蓄積され続けています。

そして人工知能技術などの進歩により、その膨大なデータを一気に解析する技術と、それを利用し

たサービスが次々生まれています。皆さんも、スマホを持ち歩いて情報を参照しながら、行動を決

めているのではないでしょうか。 

インターネットで繋がれたサイバー空間の情報量は、とても全部を見渡すことはできないほどに

膨大です。その中で人間の視野が、知らず知らずのうちに狭まってしまうことは、非常に危険な傾

向です。自分と同じ意見ばかりを探しだし、考え方や感じ方が近い人々とのコミュニケーションに

限定されてしまうのです。これは、異質な他者への感性や想像力を鈍らせます。かつて戦時中に南

原先生が危惧したような、個性を失い、時代に翻弄されてしまう傾向が、そこではさらに深刻な形

で復活することにもなりかねません。 

 

 


